別添様式１
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罰よりも愛情を
栃木県・佐野市立植野小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おんだ),恩田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まさむね),政宗)
　テレビを付けると、毎日のようにニュースで様々な事件が取り上げられています。罪を犯す人の年齢は様々で、中には十代の子どもが罪を犯していることもあります。ぼくは、毎日楽しく生活しているし、人が嫌がることはしないようにしようと心がけて過ごしています。ぼくと罪を犯してしまった人たちとの違いは何だろう。罪を犯してしまうとどうなるのだろうなど、様々な疑問がわいてきたので、それらについて調べることにしました。インターネットで調べていくうちに、「社会を明るくする運動」という言葉にたどり着きました。そこで、法務省のサイトで、「社会を明るくする運動」について調べることにしました。まず、「社会を明るくする運動」とは、「すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動」と書かれていました。つまり、みんなで協力して、犯罪のない社会をつくろうとすることだと分かりました。
　さらに詳しく知りたいと思い、母に聞いてみることにしました。ぼくの母は学校の先生です。仕事で、少年院に研修に行ったことがあります。少年院と聞くと、悪いことをした子どもたちが、刑務所に入れられて、罰を受けるところというイメージがありました。しかし、母から見せてもらった資料によると、「少年院では、在院者の特性に応じた適切な矯正教育その他の健全な育成に資する処遇を行うことにより、改善更生と円滑な社会復帰を図っています。」と書かれていました。少年院では、学校のように教科の授業や体育の授業もあるそうです。また、就労支援もありました。母によると、少年院に入っている子どもたちには、色々な事情があるそうです。親にぎゃく待されたり、学校に居場所がなくてさみしい思いをしたりしたりした子もいるそうです。少年院で働く職員の方も、愛情が不足している子がとても多いので、寄り添い、心を開いてもらえるように心がけていると話していたそうです。
　また、母は児童養護施設や乳児院という施設にも研修に行ったそうです。そこは、様々な事情で、親からはなれた子どもたちが生活をしているところで、そこでも愛情の大切さを教えてもらったそうです。
　ぼくは、保護司をしている祖母にも、改めて仕事について聞いてみることにしました。保護司の仕事は、犯罪をした人が立ち直れるように、生活を立て直す手伝いをしたり、就職の手助けをしたりすることだそうです。祖母によると、罪を犯してしまう人の中には、子どものときにさみしい思いをした人も多いそうです。また、少年院を出て社会に戻ってきても、うまく社会に適応できない人もいるそうです。そうすると、再犯と言って、再び罪を犯してしまうこともあるそうです。そうならないように、社会全体が見守っていくことが大切だと教えてくれました。最初は表情が暗かった子が、だんだん笑顔になっていく様子を見たり、仕事について頑張っているという事を知ったりすると、仕事にやりがいを感じるとも教えてくれました。
　資料を読んだり、母や祖母の話を聞いたりして、ぼくは、社会を明るくするためには、罪を犯した人に罰を与えることが重要なのではなく、その人が社会に戻ってくることができるように、みんなが明るく温かく迎え入れることが大切なのだということが分かりました。また、子どもが罪を犯さないような環境づくりも大切だということも分かりました。子どもにとっての居場所は家庭と学校だと思います。家庭が複雑でも、学校が楽しければ、暗い気持ちにならず、強い心でいられると思います。そうすれば、罪を犯そうという気持ちも減らせると思います。ぼくの将来の夢は、学校の先生になることです。すべての子どもにとって、学校を楽しくて、安心できる場所にしたいです。それが、ぼくの、社会を明るくするためにできることだと考えます。これからも、学校の先生になるために、自分にできることを精一杯頑張っていきたいです。
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